
スポーツ科学部 ウェブサイト
https://www.spo.fukuoka-u.ac.jp/

〒814-0180  福岡市城南区七隈八丁目19番1号

TEL：092-871-6631（代表）
入学センター

［高速道路］

　西九州自動車道（福岡前原道路）から都市高速道路環状線に入ります。野芥ランプで降り
た後、福大トンネル出入口の手前を右折し、梅林中学校入口を左折します。500mほど直進し
た後、福岡大学病院東口交差点を直進します。

　九州自動車道の太宰府IC（インターチェンジ）から都市高速道路に乗り、月隈JCT（ジャン
クション）を左折します。堤ランプで降り、国道202号線（福岡外環状道路）を2kmほど直進し
て福大トンネル出入口手前から右折し、福岡大学病院東口交差点を右に入ります。

北九州および福岡県外（大分・熊本方面など）からの場合

唐津方面からの場合
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約25分

エコルライナー（快速）【平日のみ】西鉄バス

福大前駅

西鉄バス
薬院・城南線方面

● 地下鉄に関する情報……福岡市交通局
● バスに関する情報……西鉄バス

https://subway.city.fukuoka.lg.jp/
http://www.nishitetsu.jp/bus/

※時間帯によって交通混雑が予想されますので、所要時間は目安としてください。

※バスの行先番号が同じでも行先が異なることがありますので、バス正面の行先（経由地）を
ご確認ください。

※公共交通機関の運行状況に変更が生じる場合があります。最新の情報については、以下ウェ
ブサイト等からご確認ください。
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Theory & Practice

学部長メッセージMessage

■ アドミッション・ポリシー（AP）〈入学者受け入れの方針〉
■ カリキュラム・ポリシー（CP）〈教育課程編成・実施の方針〉
■ ディプロマ・ポリシー（DP）〈学位授与の方針〉

人材養成の目的 「三つのポリシー」

三つのポリシーThree Policies
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　スポーツ科学部は、スポーツ・体育・レクリエーション・レジャー・健康・福祉などを対象とする広範囲
の学問の深化を図り、21世紀のウエルネス社会実現に向けて貢献し、スポーツ知を拓く学部として機能
することを目的とし、スポーツ・体育・健康運動の自然科学・人文社会科学の知識に裏づけられた理論的
指導ができる人材を育成します。

はじめに

▼ AP ▼ CP ▼ DP

スポーツ科学部の詳細は以下のQRコードから（公式ウェブサイト）

①スポーツを日常的に実践している人
②スポーツや身体運動を対象に積極的に科学しようとする人
③競技スポーツにおけるパフォーマンスの向上を目指す人
④体育教員、スポーツコーチ、インストラクター、健康運動指導士などスポーツや
健康全般にかかわる職種を目指そうとする人

アドミッション・ポリシーAdmission Policy

　スポーツ科学部のカリキュラムは、ディプロマ・ポリシー（DP）に示した人材を育
成することを目的として編成されています。
　そのためのカリキュラムとして、1年次より共通教育科目とともに基礎的な専門
教育科目を配置し、学年が進むにしたがって学生個々の興味と関心に基づいて選
択できる専門教育科目を多くしています。また、1年次から就職等の進路を視野に
入れて意図的、計画的に専門教育を進めることができるように、一部選抜制を含む
推奨コースを設定しています。さらに、実技科目や演習科目は、理論と実践を統合
した教育を体系的に行うために、少人数のクラスによる双方向の授業形態を多く
とっています。
　スポーツ科学科は、自らが専門とするスポーツ種目の技能およびスポーツ全般
にわたる科学的指導能力の向上を、また健康運動科学科は、健康運動・レクリエー
ションの科学的基礎知識に基づく実践・指導能力の習得をそれぞれねらいとし、各
学科の特性にあったカリキュラムを編成しています。

カリキュラム・ポリシーCurriculum Policy

　スポーツ科学部の教育課程においては、以下に掲げる能力を備え、厳格な成績
評価のもとで所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、学位を授与します。
①スポーツや運動全般の科学的指導能力を備えている。
②専門とするスポーツ・運動の高い技能と指導能力を備えている。
③スポーツ・運動の医科学的知識に基づく卒業論文作成能力を備えている。
④スポーツ・運動を通じて得られた社会や職業活動に必要なコミュニケーション
能力、課題解決力、倫理的思考力を備えている。

⑤人文科学、社会科学、自然科学および外国語の幅広い知識と教養を身につけて
いる。

ディプロマ・ポリシーDiploma Policy

　スポーツ科学は、スポーツを基軸とし多角的な視点から研究する
学問と言えます。それらの学問には、心理学や生理学といった自然
科学的な領域から教育学や社会学といった人文・社会学的な領域
が含まれ、領域横断型の学びを実現することができます。
　スポーツ科学部は、スポーツ科学科と健康運動科学科の2つの学
科から構成されています。それぞれの学科には、目指す将来像を見
据えて多様なコースを準備しています。今、目標に向かって勉強して
いる在学生の声、そして目標を達成し社会で活躍する卒業生の声
の欄を読んでみてください。あなたの夢を実現する理想的なモデル
となる先輩がいるのではないでしょうか。

　現在、人生100年時代に向けて、ひとりの人間として全人的に成
長し続ける“ちから”を身につけることが求められています。スポー
ツには、その“ちから”を育むための様々な要素が含まれています。
例えば、自身の限界に挑戦したい、挑戦している人を支えたい、ト
レーニングの理論や健康づくりの理論を深く学びたい、スポーツや
健康に係る課題を解決したい、などの目的を達成する過程で、新た
な知識、洗練されたスキル、積極的な態度を身につけることができ
ます。
　スポーツの理論と実践を通じて、新たな価値を創造して社会から
求められる人に、そして貢献する人財になることを期待しています。

スポーツ科学を学び、スポーツと健康の
エキスパートとして社会に貢献する人財へ

檜垣 靖樹スポーツ科学部長 HIGAKI Yasuki

文武合一［理論知と実践知の融合］

スポーツと健康運動について、
実践と科学を学ぶ。

福岡県内はもとより、
西日本の各地で活躍しています。

2023年度の
教員免許状取得者数実績104人

卒業生の約2割、121人※が教員に。
※2021～2023年度の実績

教員の県別就職先

熊本県 5.8%

鹿児島県 3.3%
宮崎県 5.8%
大分県 3.3%

沖縄県 4.1%
山口県 3.3%

岡山県....... 0.8%
愛媛県....... 0.8%
兵庫県....... 0.8%
奈良県....... 0.8%
三重県....... 0.8%
新潟県....... 0.8%

その他の内訳

佐賀県 5.8%
長崎県 6.7%

福岡県

50.4%

その他 4.8%
広島県 6.7%
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福岡大学 スポーツ科学部 Webサイト ›

国際レベルでの
活躍を目指す
トップアスリートや
プロ選手へ
スポーツの
指導者や研究者へ

1年次 卒業後2 年次 3 年次 4 年次

　自分の競技種目から
他の種目にも視野を広
げ、スポーツ全般に関
する基礎理論とコーチ
ング理論を修得する。

　1年次で修得した理論
をベースに、トレーニング
やコーチングを主とした
スポーツ科学について実
践的に学ぶ。

　スポーツ科学の研究
を意識し、専門とする競
技の実践（選手活動）と
高度な理論学習の双方
から取り組む。

　これまでの競技実践
や理論学習をベースに
「卒業研究論文」をまと
め、4年間の集大成と
する。

■ 中学校・高等学校教諭一種免許
■ 社会教育主事
■ コーチ
■ ジュニアスポーツ指導員
■ スポーツプログラマー　　など

　スポーツ科学科が注力しているのは実践（選手活動）を通じてスポーツ
科学の専門知識を学び、それを競技能力の向上に応用すること。同時
に、その過程から科学的なトレーニング法やテクニックの開発法、発達
に応じた指導法といったコーチングから施設や用具の開発、マネジメ
ントに至るまで、スポーツに関わる専門技能を広く修得することです。
また、学生相互の切磋琢磨や充実した環境を生かして、プロや国際レベル
での活躍が目指せるのも本学科ならではです。

C 態度・志向性

D その他の能力・資質

B 技　能

A 知識・理解

学校生活全般でリーダーシップ・コミュニケーション能力を発揮した人や英語資格の取得等に努めた人

スポーツの場面以外でも、スポーツの精神を体現化し、スポーツの素晴らしさを伝えたいと考える人

競技スポーツの経験を有し、競技力向上のために科学的に課題を分析できる人

競技スポーツを科学的に捉えるための基礎学力を有している人

基礎 実践 卒業研究

［2023年度卒業生実績］就職情報（その１） スポーツ科学部の主な就職・進路先（業種別）

求める人材像
（求める能力）
の詳細は›

取得可能な主な資格

スポーツ科学科
Department of Sports Science

スポーツ科学を学び、
競技能力アップに応用。
ハイレベルなアスリートや
指導者を目指す。

スポーツ科学科での4年間

求める人材像（求める能力）

スポーツ科学科 健康運動科学科

不動産業、
物品賃貸業 5.5 %

運輸業、郵便業
1.6 %

運輸業、郵便業
3.6 %

金融業、保険業  
6.6 %

情報通信業 
4.9 %

大学院進学
2.7 %

大学院進学
7.1 %

公務
（他に分類されるものを除く）

9.3 %

医療、福祉
2.7 %

医療、福祉
1.8 %

教育、
学習支援業
14.4 %

サービス業
19.3 %

 卸売業、
小売業

13.8 %

 卸売業、
小売業
8.9 %

製造業
12.1 %

建設業
4.4 %

その他 
2.7 %

製造業
1.8 %

不動産業、
物品賃貸業 3.6 %

金融業、保険業  1.8 %

公務
（他に分類されるものを除く）

10.7 %

教育、学習支援業
26.8 %

サービス業
23.2 %

建設業
10.7 %

在学生の声

卒業生の声

最新のスポーツ科学を学び競技力アップを目指す。
全国でも指折りの充実した環境。

この学科の魅力は？Q1 好きな授業は？Q2

実習での経験を教育現場にフル活用。
一人一人に向き合える教員を目指す。

スポーツ科学部 スポーツ科学科 3年次生
福岡県 福岡高校出身

倉本 幸太 さん

時間割 [3年次前期]（例）
MON TUE WED THU FRI

9：00

教育方法論
スポーツ科学演習

保健体育教職演習Ⅰ
保健体育科教育法Ⅲ

生徒指導論（進路指導を含む）

インターミディエイト・イングリッシュⅢ
公衆衛生学（含衛生学）
バドミントン

スポーツバイオメカニクス
及び運動学実験10：40

13：00
14：40
16：20

　さまざまな角度からスポーツについて学び、競技
力の向上に生かせます。また、全国トップクラスの
実力を持つ仲間がいるため、自分の専門種目以外
についての知識や技術を高め合うこともできます。
レベルの高い授業や充実した設備環境が用意され
ていて、最新のスポーツ科学に触れながらアスリー
トやトレーナー、教員などを目指せます。

　「スポーツバイオメカニクス及び運動学実験」で
は、「歩く」や「走る」など日常的な動きを定量化し、
データをもとに優れたスポーツ動作の力学的背景
について比較、考察します。科学的根拠を知ること
で競技力が向上し、仲間と切磋琢磨する過程は自
分の成長にもつながりました。運動をするだけでな
く、探究する楽しさも知ることができました。

その他カリキュラムの詳細は ›

※2023年取材時の情報です。

福岡市立次郎丸中学校

青戸 真実 さん （2023年卒業）

※2023年取材時の情報です。

　子どもが好きで、高校生の頃から教職に憧れてい
たため、本学科を目指しました。「教職事前実習」で
は他学部のスポーツ演習の授業に行き、自分で授
業を組み立てて実際に指導をします。レベル別に
チームを分けたり、臨機応変に授業の内容を変化さ
せたりと、スポーツが得意ではない生徒に対しての
手立てを考えられ、より現場に近い状態での学びが
得られました。現在は、特別支援学級で体育の授業
を担当しています。生徒たちの状態に合わせて柔軟
に対応する心構えは、間違いなくこの時の実習に
よって得られたものだと感じています。
　全国からスポーツのスペシャリストが集まり、トッ
プレベルの選手に出会えたり刺激を受けたりと、他
にはない経験ができるのも特徴です。各分野を極め

た経験豊富な先生方がいるので、自分が目指したい
専門領域に必ず出会えると思います。
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授業科目
スポーツ科学科

専
門
教
育
科
目

必修科目
◦スポーツ心理学
◦コーチ学総論
◦陸上競技Ⅰ
◦体つくり運動Ⅰ

◦器械運動Ⅰ
◦�フレッシュマン
　セミナーⅠ,Ⅱ

◦スポーツ生理学
◦スポーツバイオメカニクス
◦スポーツ整形外科学
◦ステップアップセミナー

◦スポーツ社会学
◦スポーツ哲学
◦水泳Ⅰ

◦スポーツ科学演習 ◦卒業研究論文

選択必修科目

◦バレーボールⅠ
◦バスケットボールⅠ
◦ハンドボールⅠ
◦サッカーⅠ
◦柔道Ⅰ
◦剣道Ⅰ
◦ラグビーⅠ
◦スキー
◦キャンプ

◦アクアスポーツ ◦スケート
◦陸上競技Ⅱ
◦体つくり運動Ⅱ
◦器械運動Ⅱ
◦水泳Ⅱ
◦柔道Ⅱ
◦剣道Ⅱ
◦ラグビーⅡ
◦サッカーⅡ

◦ハンドボールⅡ
◦バレーボールⅡ
◦バスケットボールⅡ
◦卓球
◦ゴルフ
◦テニス
◦バドミントン
◦レスリング

選
択
科
目

アスリート・コーチコース推奨科目群
　2年次に「ピークパフォーマンス演習Ⅰ」、3年次には「トップ
アスリートコーチ論」「ピークパフォーマンス演習Ⅱ」を履修し、
海外・国内研修を行うことができる

◦スポーツ方法学
◦解剖生理学
◦体力学
◦スポーツ栄養学�

◦ピークパフォーマンス演習Ⅰ
◦発育発達老化
◦スポーツ内科学
◦スポーツ測定評価
◦コーチ法演習

●ピークパフォーマンス演習Ⅱ
●トップアスリートコーチ論
◦コーチ法実習

◦�メンタルマネジ
メント

学
科
別
だ
け
で
な
く
将
来
の
自
分
の
進
路
に
あ
わ
せ
た
授
業
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に

よ
り
細
分
化
を
図
り
、社
会
で
の
実
践
力
を
高
め
る
た
め
の
履
修
モ
デ
ル
で
す
。

トレーナーコース推奨科目群
　日本トレーニング指導者協会認定トレーニング指導者資格
（JATI-ATI）の取得を目指す者や、全国体育スポーツ系大学
協議会認定スポーツトレーナー（JPSU-ST）の取得を目指す
者が選択し、3年次に「スポーツトレーナー実習」を優先的に
履修できる

◦スポーツマッサージ
◦スポーツトレーニング概論
◦スポーツ方法学
◦解剖生理学
◦体力学
◦テーピング理論及び実習

◦�ウェイトトレーニング
演習

◦スポーツ栄養学

◦スポーツ経営管理学
◦スポーツ情報処理実習
◦スポーツ内科学
◦スポーツ測定評価
◦スポーツトレーナー概論
◦身体コンディショニング論

◦スポーツトレーナー実習
◦アスレチックリハビリテーション

◦�メンタルマネジ
メント

保健体育教員コース推奨科目群
※�このコースには人数制限があるが、教職課程科目の単位を
　修得することで教員免許状の取得が可能。

　スポーツ科学科の特徴を理解し、教員採用試験を必ず受験
する者が志望できる
　3年次前期「保健体育教職演習Ⅰ」、4年次前期「保健体育
教職演習Ⅱ」を受講できる
　春期・夏期の勉強会の開催および『保健体育科教員を目指
す学生のために』の冊子を配布する

◦スポーツ史
◦スポーツ方法学
◦ダンス
◦体力学

◦保健体育科教育法Ⅰ,Ⅱ
◦発育発達老化
◦スポーツ情報処理実習
◦スポーツ運動学

◦保健体育科教育法Ⅲ,Ⅳ
◦学校保健
◦公衆衛生学（含衛生学）
◦教職事前実習

●保健体育教職演習Ⅰ
◦学校体育経営管理学
◦保健教材演習

●�保健体育教職
演習Ⅱ

生涯スポーツ教育コース推奨科目群
　スポーツ科学科の特色を活かし、スポーツ産業分野や、野
外教育・レクリエーション分野、障がい者スポーツ指導分野の
専門的学びが可能となる

◦生涯スポーツ論 ◦レジャー・レクリエーション総論
◦野外教育概論

◦スポーツ産業論
◦スポーツマーケティング論
◦社会調査実習
◦アダプテッドスポーツ演習
◦スポーツコミュニケーション論

コース共通科目群
　スポーツ科学科の特色を踏まえ、実技科目やスポーツ科学
科目を履修する

◦団体指導
◦スポーツ統計学

◦コーチ哲学
◦スポーツメディア論
◦スポーツバイオメカニクス
　及び運動学実験
◦スポーツ心理学実験
◦スポーツ生理学実験
◦球技論
◦柔道論

◦剣道論
◦陸上競技論
◦ダンス論
◦水泳論
◦体つくり・器械運動論
◦基礎防災学
◦スポーツ行政論

共通教育科目
◦総合教養科目
◦外国語科目
◦保健体育科目

※●印は当該コースの学生のみが履修できる

1年次授業科目 2年次授業科目 3年次授業科目 4年次授業科目
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求める人材像
（求める能力）
の詳細は›

レクリエーションや
健康運動に関する
研究者や指導者へ

　健康運動科学科では学生自身がスポーツとレクリエーションを
実践しながら、心身の健康維持や増進、回復の理論と技術を学びま
す。スポーツ科学科と比較した場合、“運動による心身の健康づく
り”を重視しているところが特長です。生活に密接な運動と健康づ
くりを科学的に学習すると同時に、現場での実習や企業・地域公共
施設と連携した実務教育を展開。スポーツ医科学や生涯スポーツ
の最前線で活躍するハイレベルな研究者や指導者を育成します。

■ 中学校・高等学校教諭一種免許
■ 社会教育主事
■ 健康運動指導士
■ 健康運動実践指導者
■ 野外教育・レクリエーション指導者
■ スポーツプログラマー　　など

取得可能な主な資格

C 態度・志向性

D その他の能力・資質

B 技　能

A 知識・理解

学校生活全般でリーダーシップ・コミュニケーション能力を発揮した人や英語資格の取得等に努めた人

スポーツの場面以外でも、スポーツの精神を体現化し、スポーツの素晴らしさを伝えたいと考える人

生涯スポーツの経験を有し、健康の回復や保持増進について科学的に分析できる人

生涯スポーツを科学的に捉えるための基礎学力を有している人

　心身の健康維持や増
進、回復の理論と技術
に関する基礎理論を着
実に修得していく。

　健康づくり・野外教育・
レクリエーションに関す
る知識と理論、技術を学
ぶ。

　運動療法や健康づ
くりの指導、野外教育・
レクリエーションの指
導などの演習・実習に
取り組む。

　これまでの実践や理
論学習をベースに「卒
業研究論文」をまとめ、
4年間の集大成とする。

基礎 実践 卒業研究

就職情報（その2） スポーツ科学部の主な就職・進路先（企業名別）［2021年度～2023年度］

福岡大学 スポーツ科学部 Webサイト ›

1年次 卒業後2 年次 3 年次 4 年次

健康運動科学科での4年間

求める人材像（求める能力）

健康運動科学科
Department of Health and Exercise Science

運動と健康に関する分野を
科学的・実践的に学び、
第一線で活躍する研究者や
指導者への道を開く。

● セキスイハイム九州（株）
● 大和ハウス工業（株）
● （株）九電工
● 大成建設（株）
● （株）竹中工務店

建設業

● SMC（株）
● ミネベアミツミ（株）
● TOPPAN（株）

● 霧島酒造（株）
● コカ・コーラボトラーズ
　ジャパン（株）
● クリナップ（株）
● パラマウントベッド（株）
● YKK　AP（株）

製造業

など

教育、学習支援業
● 福岡県教員（小学校）
● 広島県教員（中学校）
● 福岡県教員（中学校）
● 福岡県教員（高校）
● 宮崎県教員（高校）

公務（他に分類されるものを除く）
● 法務省専門職員（人間科学）
● 刑務官
● 山口県庁

● 愛媛県庁
● 福岡市役所
● 佐賀市役所
● 長崎市役所
● 警視庁
● 福岡県警察本部
● 東京消防庁
● 福岡市消防局

金融業、保険業
● （株）西日本シティ銀行
● （株）福岡銀行
● 楽天証券（株）
● 住友生命保険相互会社
● 日本生命保険相互会社

宿泊業、飲食サービス業
● （株）星野リゾート
● 日清医療食品（株）

● （株）NTTドコモ
● （株）QTnet
● （株）大分放送

情報通信業

電気・ガス・熱供給・水道業
● 九州電力（株）

運輸業、郵便業
● ANA福岡空港（株）
● 九州旅客鉄道（株）

● リコージャパン（株）
● （株）あらた
● （株）良品計画
● （株）博多大丸

卸売業、小売業
● （株）キシヤ

● （株）Plan・Do・See
● コナミスポーツ（株）
● （株）JTB

生活関連サービス業、娯楽業 本田 紘基 さん （2019年卒業）

スポーツ健康科学研究科 スポーツ健康科学専攻 博士課程前期
（2021年修了）

博愛会病院 健診センター

※2023年取材時の情報です。

在学生の声

卒業生の声

運動時の人体のメカニズムを理解して
多様なアプローチができる健康運動指導士に。

この学科の魅力は？Q1 好きな授業は？Q2

実習や研究活動の積み重ねが
指導スタイルの確立と自信につながった。

スポーツ科学部 健康運動科学科 3年次生
福岡県 福岡雙葉高校出身

田代 梨紗 さん

時間割 [3年次前期]（例）
MON TUE WED THU FRI

9：00
教育相談
教育方法論

スポーツ科学演習
卓球

運動療法・処方（含むリハビリテーション）

インターミディエイト・イングリッシュⅢ
公衆衛生学（含衛生学）
エアロビックエクササイズ

スポーツ生理学実験
10：40
13：00
14：40
16：20

その他カリキュラムの詳細は ›

　運動やスポーツという一つの行動に対して、生理
学や心理学などさまざまな観点から健康維持や増
進、ケア・回復について学びます。幅広いアプロー
チを考えるなかで、実施者としてだけでなく指導者
の視点を持つことの大切さを知りました。また、授
業には実技も多く、苦手な種目でも得意な人に助
けてもらいながら楽しめます。

　「スポーツ生理学実験」は、運動時、体内で起きて
いる変化を自らが検者・被検者となり実験します。
体脂肪率を求める実験では、グループに分かれ、頭
まで水に沈んだときの「水中体重」を測定しました。
メンバー同士で測定機器を使いながら評価をする
ことで、より正確で被検者に負担の少ない方法で実
施でき、測定方法や原理の理解につながりました。

※2023年取材時の情報です。

　「健康運動指導士」という資格を取得し、通所リ
ハビリ施設で要支援・要介護に認定された高齢者
に運動指導をしています。指導する相手は一人一
人状態やその日の体調が異なるため、コミュニケー
ション能力と洞察力が欠かせません。指導内容は
もちろんのこと、「どう伝えるのか」は指導者の腕の
見せ所です。話し方や身振り手振りなど、指導方法
によって個人の色をしっかりと出せるのがこの仕
事の魅力でもあります。
　運動指導のスタイルを確立する上で重要なの
は、現場に出た回数です。在学中、実習や研究活動
を通して医療介護の現場に赴き、数多くの経験を
積めたことで仕事への自信が持てました。こうした
実践を糧にできたのは、在籍する著名な先生方や

優しい先輩方のおかげです。卒業生が多数いるこ
とも本学科の強みであり、私自身もその人脈が今の
仕事につながっています。
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授業科目
健康運動科学科

専
門
教
育
科
目
　
　

必修科目

◦スポーツ心理学
◦生涯スポーツ論
◦体力学
◦体つくり運動Ⅰ
◦ダンス
◦フレッシュマンセミナーⅠ,Ⅱ

◦スポーツ内科学
◦スポーツ生理学
◦レジャー・レクリエーション総論
◦スポーツ社会学
◦健康スポーツ論
◦キャンプⅠ
◦ステップアップセミナー

◦健康スポーツ演習
◦スポーツ科学演習

◦卒業研究論文

選択必修科目 ◦スポーツ整形外科学
◦健康運動器外科学

選
択
科
目

健康運動指導者コース推奨科目群
　健康運動実践指導者と健康運動指導士の資格を取りたい者が
志望できる
　「試験対策講座」として、3年次後期に「健康運動指導演習Ⅰ」を受
講し、4年次前期に「健康運動指導演習Ⅱ」を履修することができる

◦解剖生理学Ⅰ,Ⅱ
◦ウェイトトレーニング演習

◦健康スポーツ心理学
◦身体コンディショニング論
◦水泳Ⅰ
◦運動栄養学
◦スポーツバイオメカニクス

◦水泳Ⅱ
◦運動療法・処方（含むリハビリテーション）
◦公衆衛生学（含衛生学）
◦フィットネス実習
◦エアロビックエクササイズ
●健康運動指導演習Ⅰ

●健康運動指導演習Ⅱ
◦運動療法実習

学
科
別
だ
け
で
な
く
将
来
の
自
分
の
進
路
に
あ
わ
せ
た
授
業
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に

よ
り
細
分
化
を
図
り
、社
会
で
の
実
践
力
を
高
め
る
た
め
の
履
修
モ
デ
ル
で
す
。

保健体育教員コース推奨科目群
※�このコースには人数制限があるが、教職課程科目の単位を
　修得することで教員免許状の取得が可能。

　健康運動科学科の特徴を理解し、教員採用試験を必ず受験する
者が志望できる
　3年次前期「保健体育教職演習Ⅰ」、4年次前期「保健体育教職演
習Ⅱ」を受講できる
　春期・夏期の勉強会の開催および『保健体育科教員を目指す学
生のために』の冊子を配布する

◦スポーツ史
◦スポーツ方法学

◦保健体育科教育法Ⅰ,Ⅱ
◦発育発達老化
◦水泳Ⅰ
◦スポーツ情報処理実習
◦スポーツ運動学

◦保健体育科教育法Ⅲ,Ⅳ
◦学校保健
◦公衆衛生学（含衛生学）
◦教職事前実習
●保健体育教職演習Ⅰ

◦学校体育経営管理学
◦保健教材演習

●保健体育教職演習Ⅱ

生涯スポーツ教育コース推奨科目群
　健康運動科学科の特色を生かし、スポーツ産業分野や、野外教
育・レクリエーション分野、障がい者スポーツ指導分野の専門的学
びが可能となる

◦健康スポーツ経済学
◦健康スポーツ心理学
◦野外教育概論

◦レクリエーション演習Ⅰ,Ⅱ
◦スポーツ産業論
◦スポーツマーケティング論
◦社会調査実習
◦野外教育・
　レクリエーション支援論

◦社会福祉論
◦アダプテッドスポーツ演習
◦キャンプⅡ

コース共通科目群
　健康運動科学科の特色を踏まえ、健康スポーツ関連科目や実技
科目を履修する

◦スポーツ栄養学
◦陸上競技Ⅰ
◦器械運動Ⅰ

◦スポーツ経営管理学
◦スポーツ統計学
◦スポーツ生化学
◦スポーツ哲学
◦団体指導
◦バスケットボールⅠ
◦バレーボールⅠ
◦ハンドボールⅠ

◦サッカーⅠ
◦ラグビーⅠ
◦柔道Ⅰ
◦剣道Ⅰ
◦スキー
◦アクアスポーツ

◦スポーツ
　コミュニケーション論
◦生涯スポーツ実習
◦スポーツ行政論
◦スポーツバイオメカニクス
　及び運動学実験
◦スポーツ心理学実験
◦スポーツ生理学実験

◦スケート
◦テニス
◦卓球
◦体つくり運動Ⅱ
◦バドミントン
◦レスリング
◦ゴルフ
◦基礎防災学

共通教育科目
◦総合教養科目
◦外国語科目
◦保健体育科目

※●印は当該コースの学生のみが履修できる

1年次授業科目 2年次授業科目 3年次授業科目 4年次授業科目
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下園 博信 教授

「スポーツ心理学」
「スポーツ行動科学」
（1）スポーツ心理学分野で

の認知・知覚について
の研究。

（2）ラグビーを主としたコーチ
ング方法、ゲーム分析法
の研究。

（3）スポーツ心理学的な観
点でのコーチング研究。

柿本 真弓 教授

「体つくり運動」
「新体操競技」
（1）体づくり運動、新体操に関

する研究。
（2）高齢者における体操の効

果に関する研究。

青柳 領 教授

「幼児の発育発達」
「スポーツ計量論」
　幼児の運動能力・体力に関
する研究。特に、高度な統計的
手法を用いるのが特徴。最近
は、項目応答理論を用いた幼
児の基礎運動能力評価法の開
発を試みている。

専門分野

田口 晴康 教授

「体操競技」「器械運動」
「スポーツ運動学」
　学校体育における器械
運動の指導法および体操
競技の技の分析につい
て、スポーツ運動学的視
点から教育・研究をすす
めている。

専門分野

吉村 一朗 教授

「スポーツ整形外科」
「足（足関節）の外科」
　スポーツ整形外科とはス
ポーツによって生じるス
ポーツ傷害（外傷・障害）の
予防と早期復帰を目指すも
のである。特に足部・足関
節におけるスポーツ傷害の
治療および予防について研
究を行っている。

専門分野

神田 智浩 講師

「体育学」
「剣道コーチング」
　剣道の競技力向上および普及
発展を目的とした研究、また、剣道
を主としたコーチング法の研究を
行っている。

専門分野

柿山 哲治 教授

「保健体育科教育」

（1）教育活動では、中学校および高
等学校における実践能力の高
い保健体育教員養成を行って
います。

（2）研究活動では、バスケットボー
ル移入におけるアメリカ人女性
宣教師の貢献と役割について
調査を行っています。

専門分野

乾 真寛 教授

「サッカー」「コーチ学」
「指導法」「ゲーム分析」
　主にサッカーコーチングの
領域で、世界及び日本のトップ
レベルのコーチング法や育成
システムの研究、開発、年令に
応じた一貫指導プログラムの
研究と指導者育成。

専門分野

田中 守 教授

「体力学」「トレーニング学」
「スポーツ生理学」
「ハンドボール」
　競技スポーツの体力
学・運動生理学研究を行
っている。ハンドボールの
技術・戦術研究も行って
いる。共同研究として健
康づくりのための運動処
方研究にも関わっている。

専門分野

片峯 隆 教授

「コーチ学」
「運動学」
「スポーツバイオメカニクス」
　陸上競技に関するコーチング学
及び科学的分析による研究・教育。

専門分野

築山 泰典 教授

「野外教育」
「レクリエーション」
　ウエルネス向上を目的
とした野外教育・レクリ
エーションの実践・研究。

専門分野

川中 健太郎 教授

「スポーツ栄養学」「スポーツ生化学」
「分子運動栄養学」
　運動することで体力向上（スポーツ
競技成績を含む）ならびに健康増進効
果が引き起こされる。さらに、運動効果
は食事・栄養によって影響される。これ
らの現象と仕組みについて、生理学・生
化学・分子生物学の手法を用いて研究
することで、効果的な運動・食事処方を
考案することを目標とする。現在は、糖
尿病や認知症との関連が深い骨格筋や
脳の代謝機能をターゲットにしている。

専門分野

上原 吉就 教授

「循環器内科学」
「スポーツ医学」「予防医学」
　生活習慣病、動脈硬化関連
疾患の先進治療・予防に関し
て研究している。心機能低下
者への運動の有益性やアス
リートへのパフォーマンス向上
を探索している。また、善玉コ
レステロールであるHDLの骨
格筋への作用や人工HDLの
開発を行っている。

専門分野

小牟礼 育夫 教授

「スポーツ方法学」
「バスケットボール」
（1）対象、成績目標、様相に応じた

指導計画、指導内容、具体的
指導法。

（2）現場での効果的な指導につな
がるゲーム分析。

（3）スキルアップの為の映像活用。

専門分野

梅田 保人 教授

「保健体育科教育学」

　学校教育活動の中で、保健
体育科が果す役割について
研究を行い、実践的な能力を
有した保健体育科教員の養
成を行っている。

教員・研究の紹介

専門分野

専門分野

専門分野

霜島 広樹 講師

「スポーツマネジメント」
「スポーツマーケティング」「テニス」
（1）スポーツ消費者（実施者・観戦者）

における行動メカニズムの解明。
（2）民間スポーツクラブやプロス
ポーツクラブにおけるマネジメ
ント方策の探求。

（3）スポーツイベントの開催が及ぼ
す効果・インパクトに関する研究。

専門分野

坂本 道人 准教授

「柔道」
「コーチ学」
（1）柔道に関するコーチン

グ学。
（2）競技力向上のための実

践的研究と教育を主な
研究テーマとしている。

専門分野

藤井 雅人 教授

「スポーツ社会学」
「スポーツ教育学」
　特にドイツの青少年スポー
ツに関する研究知見を基に、
現代社会の変化がスポーツに
どのような影響を及ぼしている
のか、そして具体的なスポーツ
システムの構築・展開はどのよ
うになされるべきであるかを考
究している。

専門分野

信岡 沙希重 准教授

「陸上競技」
「スポーツコーチング」
　陸上競技、特に短距離に関する
コーチング学を中心に競技力向
上のための実践的研究を行って
いる。また児童を対象とした疾走
能力の研究も進めており、トレー
ニングプログラムの考案に取り組
んでいる。

専門分野

重森 裕 教授

「スポーツ医学」
「スポーツ脳神経外傷」
　各種スポーツによって生じる脳
神経外傷の予防に関した研究を
行っている。また、脳卒中や外傷に
より生じた後遺症に対するより良
いリハビリテーション、スポーツに
ついて研究している。

専門分野

村上 純 教授

「スポーツ方法学」
「コーチ学」「ラグビー」
　コーチングに関わる科学的な
根拠の研究を中心に行ってい
る。具体的には、コーチング現場
に必要とされる技術分析、方法
学、トレーニング方法の改善と
開発、ゲーム分析に関する研究
に従事している。また、ラグビー
のコーチ養成も実施している。

専門分野

渡邊 正和 講師

「スポーツバイオメカニクス」
「コーチ学」
「硬式野球」
　野球に関するバイオメカニク
ス的分析における研究。
　競技パフォーマンスの向上に
関する指導及び研究。

専門分野

田場 昭一郎 准教授

「競泳」
「コーチ学」

（1）競泳に関するコーチン
グ学。

（2）競技力向上のための実
践的研究と教育。

専門分野

森口 哲史 教授

「公衆衛生学」
「スポーツ鍼灸」
「ハンドボール」
（1）環境変化の生体影響・物理刺

激の生体影響に関する研究。
（2）ハンドボール選手の体力特性

に関する研究。
（3）スポーツ選手の傷害に関する

研究。

専門分野

野口 安忠 教授

「コーチ学」
「スポーツ方法学」
「陸上競技」
　陸上競技に関するコーチ学
を中心に、実践研究をする。特
に、投てきにおいての指導法の
研究・教育。

専門分野

山口 幸生 教授

「運動心理学」
「行動科学」
　主に運動・スポーツ心理学
の領域で、行動科学にもとづ
く効果的な身体活動促進プロ
グラム開発やその有効性に関
する研究に従事。ITを活用し
た健康づくりシステムの開発
や市町村と共同でヘルスボラ
ンティアの養成なども実施。

檜垣 靖樹 教授

「運動生理学」
「健康科学」「予防医学」
（1）生活習慣病予防と身体活
動・運動に関する生理・生化
学研究及び分子疫学研究。

（2）運動による骨格筋の糖取り
込み亢進機序の解明。

（3）身体活動（運動トレーニン
グ）の効果を左右する遺伝
素因の探索。

専門分野

今村 律子 准教授

「保健体育科教育学」

　実践的能力を有した保
健体育教員の養成。また、
体育教員の運動指導時に
おける視線解析や、脳の視
覚情報処理から見た運動
制御の解明を試みている。

専門分野

専門分野

布目 寛幸 教授

「スポーツ
 バイオメカニクス」
　優れたスポーツ動作の
背景にあるダイナミクス
（動力学）の探求。

専門分野

米沢 利広 教授

「バレーボール」
「スポーツ方法学」
　スポーツコーチングの効
果的な指導方法に関する研
究。特に、バレーボールの
コーチングにおいては、科
学的アプローチ方法と実践
の教育・研究を行っている。

専門分野

道下 竜馬 教授

「運動生理学」
「運動療法・処方」「予防医学」
　健康づくりや疾病予防のた
めの体力、運動、身体活動に関
する生理学的、疫学的研究、特
に運動トレーニングによる動
脈硬化や慢性腎臓病の改善効
果ならびに機序解明に関する
研究、疾病予防を目的とした
運動・身体活動のコホート研
究を行っている。

専門分野

スポーツ科学部に所属している教員をご紹介
いたします。※2024年4月1日現在

教員からのメッセージや詳細 はこちら ›
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　総合体育館は、4階建ての多機能なスポーツ施設です。武道練習場（柔道・剣
道・合気道）や球技練習場（卓球・バスケットボール・バレーボール・バドミントン）
は、国際規格に準じた広さや配色を採用しています。

　鉄筋の4階建てで、3,600㎡のメインフロ
アに約1万人を収容することが可能です。

　国内の大学ではトップクラスの競技場。トラックは全天候型で1周400m×8レー
ン。砲丸投げ、やり投げ、ハンマー投げ、円盤投げ、走り高跳び、三段跳び、棒高跳び
の施設、写真判定室や夜間照明、1,036席の屋根つき観客席などを備えています。

　2014年に両翼100m、中堅122m、内外野人工芝の新
しい野球場が完成しました。ダッグアウトにはロッカー
ルーム、シャワールーム、スイングルームを備えています。

野球場
　FIFA（国際サッカー連盟）に認定されたサッカー
場です。新技術で都市型水害の軽減、ヒートアイラ
ンド現象制御効果も期待されます。

　九州の大学では初の人工芝ラグビー場。芝生総面積
12,850㎡、観客席設置。九州ラグビー協会主催公式戦
にも活用します。

　室内50m（長水路）の新築されたプールです。隣
接するサッカー場の観客席やテラスも備えています。

第二記念会堂［室内］

（福岡大学病院内）

スポーツ研究施設・設備の紹介

バスケットボール練習場

バレーボール練習場

柔道場

第二記念会堂
［外観］

陸上競技場
メディカル
フィットネス
センター

総合体育館
（2017年2月竣工）

実験風景

サッカー場

ラグビー場 プール
（2021年2月竣工）
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　学生の自主的活動によって、豊かな人間性を育成する部活動は、大学における教育の一環として重要な意味を持っています。福岡大
学の体育部会は、45部1同好会を擁し、各大会などで優秀な成績を収めています。その一部を紹介いたします。 アツオビン ジェイソン さん

●U20日本選手権優勝
●日本インカレ優勝
●U20日本最高記録樹立 砲丸投げ7.26kg
●2022日本学生陸上競技個人選手権大会
　男子砲丸投 第1位
●第106回日本陸上競技選手権大会
　男子砲丸投 第2位
●第91回日本学生陸上競技対校選手権大会
　男子砲丸投 第2位
●Athletics Challenge Cup 2022
　男子砲丸投 第2位
●第36回南部忠平記念陸上競技大会
　男子砲丸投げ 第1位
●第92回日本学生陸上競技対校選手権大会
　男子砲丸投げ 第1位
●アジア投擲選手権大会　第2位

大阪府 大阪桐蔭高校出身

　私が陸上競技の世界に入ったのは中学生の時でした。最初は誘われたからという理由で砲丸投げ
を始めましたが、どんどんのめり込んでいき、大学でも本格的に競技を続けていくまでになりました。
　福岡大学に入学した理由は、男子砲丸投げ元日本記録保持者である野口安忠先生に指導しても
らいたいと考えたからです。さらに、福岡大学の陸上競技部は短距離、跳躍、投擲の先生方が元日本
記録保持者であり、どの種目でも日本トップレベルの指導をしてもらえることも魅力です。他にも公
式の陸上競技場や、さまざまなマシンや高重量も扱えるフリーウエイトなどが完備されているトレー
ニング室など施設が充実しており、質の高いトレーニングができると考えたことも理由の1つです。
私はこういった素晴らしい環境でトレーニングを続けることで、全日本インカレで優勝することがで
き、U20日本最高記録を樹立することができました。
　今後の私の目標は世界で活躍できる選手になり、砲丸投げをもっと多くの人に知ってもらうこと
で、陸上競技に恩返しをしていくことです。

その他の 福岡大学 クラブ活動 はこちら ›クラブ活動 活躍する現役生

これまでの成績

新体操競技部 柔道部 剣道部

なぎなた部 バスケットボール部 バレーボール部

ハンドボール部 サッカー部 ラグビー部

バドミントン部 卓球部 庭球部

ソフトテニス部 ソフトボール部 野球部

陸上競技部 体操競技部 水泳部

陸上競技

松本 じゅり さん

●第69回 全日本バレーボール
　大学女子選手権大会 第3位
●第70回 全日本バレーボール
　大学女子選手権大会 第3位

兵庫県 神戸常盤女子高校出身

　私は小学校4年生の時に友人から誘われてバレーボールを始めました。高校では、3年間の集大
成である最後の年にコロナ禍の影響で多くの大会がなくなり、全国大会へつながる最後の大会で
ある春高予選では決勝で負け、悔しい経験がたくさんありました。
　この悔しさを糧に、大学では全国大会で活躍し日本一になるため、過去には全日本インカレ準優
勝という成績を持ち九州上位である福岡大学に入学しました。バレーボール部（女子）では、今年
も日本一を目指し日々の練習、トレーニングに取り組んでいます。トレーニングルームは充実した設
備が整っており、体育館も広く練習に思いっきり打ち込むことができる環境です。先輩、後輩も仲が
良く、どんな練習に対しても声をかけ合い全員が一生懸命で覇気のある練習を心がけています。
　昨年の全日本インカレでは3位という結果を残すことができ、大きな感動や喜び、支えてくださっ
た方々への感謝の気持ちを改めて実感することができました。今年もチーム全員が一丸となり「応
援されるチーム」として日本一になれるように頑張ります。

これまでの成績

バレーボール

中嶋 涼葉 さん

●全日本学生女子52kg級 第3位

福岡県 南筑高校出身

　私は、幼い頃に父の柔道の試合を見に行く機会が多くあり、そこで興味を持ち、小学校1年生の時に
柔道を始めました。
　福岡大学に入学した理由は、オリンピックメダリストである日下部監督の下で、地元福岡で日本一を
目指して頑張りたいと思ったからです。
　本学柔道部（女子）では、自主性を大切にし、稽古やトレーニングに励んでいます。一人一人が考えな
がら自主的に練習に取り組むことで、試合中も状況に応じて考えて動くことができていると感じます。ま
た、道場だけでなくトレーニングルームなど整った施設環境で柔道に取り組めることも魅力です。今年
の目標は5人制•7人制ともに団体戦でベスト4以上に入賞することです。日頃から応援してくださる方々
への感謝を忘れず、結果で恩返しができるよう、チーム一丸となり頑張っていきます。
　個人目標としては、全日本学生で優勝して全日本強化選手に選出されることです。昨年の3位は悔し
かったですが、全国大会でも戦えるという自信にも繋がったので、今までよりも日本一になるために頑
張りたいと強く思うきっかけになりました。昨年の経験を今年の結果に繋げられるように努力します。

これまでの成績

柔道

川副 泰樹 さん 熊本県 大津高校出身

　サッカーを始めたきっかけは、3歳上の兄がサッカーをしていて、自然と一緒にサッカーをする環境
があり、3歳ぐらいには既にボールを蹴っていたのを覚えています。福岡大学に入学した理由は、父母
と兄が福岡大学スポーツ科学部出身で様々な良さを聞いていたことと、サッカーでの自分の武器で
ある守備力をプロの世界でも通用するものへと成長させることができると思ったからです。
　サッカー部は、毎年のようにJリーガーを輩出していて、「全国ベスト4」を掲げ、日々高い意識で厳し
い練習をしています。部署制度（成長戦略部や総務部の活動）などを通して、人間力の向上にも努め
ており、サッカー部員が選手としてだけでなく、部署の一員としてサッカー部のために活動しています。
　新人戦では、全国準優勝することができました。私自身、トップチームでの出場があまりないにも関
わらず、キャプテンを任せていただきました。チームが同じ方向を向くように全体を見て声をかけ続
け、その中で個人としてもチームとしても成長することができた大会になったと思います。
　今年の目標は、個人としてはスタメンを勝ち取り、チームとしては3年連続九州リーグ無敗優勝と全
国ベスト4を目指したいと思います。応援よろしくお願いします。

●第7回全日本大学サッカー新人戦
　準優勝

これまでの成績

サッカー
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　スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻は、運動、スポーツ、レクリエーション、レジャー、体育、健康、福祉等を
対象として学問の深化を図り、健康長寿社会の実現に貢献し、高度なスポーツ知を拓くことを教育理念としています。
　博士課程前期では、競技スポーツ・学校体育・地域スポーツ・医療等の指導現場に
おいて高度な知識と技術を基盤とした科学的指導を実践・応用できる専門家の養成
を行います。
　博士課程後期では、健康増進を目的とした処方、あるいは疾病や傷害の治療・予
防・再発防止を目的とした処方、また、アスリートから幼児や高齢者に至るまでを
対象として体力・スポーツパフォーマンス向上を目的とした処方などに関した研
究を行います。
　そして、これらの専門領域において、自立して研究活動を行うことができる研
究者を養成します。

「スポーツ科学部」に入学したら？

Q1 あなたにとって、福岡大学への進学は満足いくものでしたか？

Q4 現在、自分が将来就きたい職業について、
どのようなイメージがありますか？

福岡大学スポーツ科学部に入学した学生（2023年度入学）に対して下記の内容で、
アンケートを行いました。

スポーツ科学を極める！～学部から大学院へ～

「スポーツを科学的に捉え、専門性を高める」ことが、
将来の目標を達成する。
「スポーツ」の持つ多様性を生かして、自身も成長する。

日常生活や競技生活をより豊かにしたい 糖尿病の予防・治療に貢献するために

Q2 あなたにとって、自分が所属する
学部・学科への入学は満足いくものでしたか？

Q3 あなたにとって、大学で学ぶことは
どのような意味を持ちますか？

（2023年新入生アンケートの結果より）

Voice■

中村 泰志 さん
スポーツ健康科学研究科
博士課程前期 2023年修了

周 桐竹 さん
スポーツ健康科学研究科
博士課程前期 2023年修了
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　私は、早期履修制度を利用し、学部と
大学院を掛け持ちするような形で大学院
に進学しました。私が大学院に進学した
理由は、幼い頃から携わっているスポーツ
の専門的な知識を身に付け、周りの人や
自分自身の競技生活、健康的な生活をよ
り豊かにしたいと思ったからです。

　私の大学での専門は看護で、病院で実
習していた時、糖尿病に興味を持ちまし
た。専門知識を身につけ、糖尿病の予防・
治療に貢献できるようになるため、大学
院に進学しました。

　在学中は糖代謝に興味があり、運動が糖取り込みを上昇させるメカ
ニズムを解明することを目的として研究を行っていました。大学院での
生活は、マウスを解剖したり、全国学会に参加したり、大学に泊まりが
けで実験したりと、初めての経験ばかりで刺激的な日々を送らせてい
ただきました。自分の専門分野だけではなく、スポーツ・健康に関わる
こと全般の知識を深めることができ、本当に多くの学びを得た大学院
生活になりました。大学院修了後は社会人として働きますが、大学院で
学んだことを生かして良い社会人になれるよう取り組んでいきます。

［在学中の取り組み］

　現在はスポーツ健康科学研究科の分子栄養学研究室で、不活動に
より生じたインスリン抵抗性のメカニズムを解明することを目的として
実験動物を用いて、研究を行っています。本研究科は、海外の大学との
共同研究や、自身の研究を海外で発表する機会も多くあり、多方面の
能力を向上させることができます。また、最先端研究論文の内容を理
解した上で、スライドを作成して週一回行われている抄読会で発表し、
先生方、学生たちからの質問に対応します。これによって言葉の表現能
力および短時間で回答する反応能力を高めることができます。さらに、
現場では高齢者の健康づくりのため、運動指導も実践しています。

［在学中の取り組み］

　本研究科は、研究をするにあたっての充実した設備・環境が整って
おり、自分のやりたい研究が思う存分できる場所です。大学院は決し
て楽なところではありませんが、仲間たちと切磋琢磨しながら成長で
きる良い機会だと思います。ぜひ興味のある人は進学を検討してみて
ください。

［後輩へのメッセージ］

　大学院は専門知識の学習だけでなく、実践能力および思考ロジッ
ク能力の向上にも役に立つと思います。興味がある方はぜひ進学し
てスポーツ健康科学研究科で活動することを期待しています。

［後輩へのメッセージ］
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大学・学部・学科への満足度は？

とても高い 将来の準備を行う 何らかのイメージを持っている 教員・一般企業・公務員

進学理由は？ 卒業後の進路は？ 将来の職業イメージは？

※取材の内容は2022年取材時のものです。
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永井 謙佑 選手

2011年 スポーツ科学部卒業
（福岡県 九州国際大学付属高校出身）

名古屋グランパス所属

　サッカーは、レベルが高い環境で学べば、
レベルアップができるところが魅力です。福
岡大学は、人工芝のグラウンドやトレーニ
ングルームなど設備環境がある上、しっか
りとした指導者の下で、栄養についてのコ
ンディショニングやパフォーマンスの向上
など多くを学ぶことができるのが魅力です。
　また、サッカー部では海外に行く機会が
多い中、副キャプテンを務めていました。部
員全員、仲が良く素晴らしいチームだった
と思っています。最高の環境が整った福岡
大学は、夢を達成させるには申し分ない環
境です。自分の夢に向かって頑張れば、必ず
道が開けるはずです。自分を信じて突き進
んでください。

夢に向かって頑張れば
道はきっと開ける！

梅野 隆太郎 選手

2014年 スポーツ科学部卒業
（福岡県 福岡工業大学附属城東高校出身）

阪神タイガース所属

　高校卒業時点では、自分の納得のいく体が
できていないため、4年間で体をつくって実績
を積みたいと思っていました。そんな思いを胸
に福岡大学に進学しました。福岡大学の4年
間は、小さい頃から抱いてきたプロ野球選手
という夢を叶えるための4年間でした。体と心
を鍛える努力一色の日々でしたが、諦めずに進
んできた自分を誇りに思います。
　また、大学時代には、トップアスリートを目
指す人ばかりの寮で暮らしていました。競技は
違っても同じ志を持っている仲間と励まし合
いながら、自分のペースで自由に学ばせてもら
える環境がありがたかったです。
　スポーツ科学部の授業では、プロ野球選手
の先輩である渡邊正和先生に教わるために
「卒業研究論文」を履修しました。自分も経験
したドラフト会議をテーマに卒業研究論文を
作成し、プレゼンテーションで精神力も養えま
した。

夢へと続く一本道を
一意専心の努力で
つかみ取る。

米倉 英信 選手

2020年 スポーツ科学部卒業
（岡山県 関西高校出身）

■2018年・2019年 全日本学生体操競技選手権大会二連覇
■2018年 全日本体操種目別選手権 跳馬 優勝
■2019年 自身が発表した技が〈ヨネクラ〉と命名
■2021年 世界体操競技選手権大会 跳馬2位

■2012年　ロンドンオリンピック 日本代表 ■2021年　東京2020オリンピック 日本代表
■2023年　プロ野球オールスターゲーム 出場

■ ハンドボール日本代表
■ 2018年　世界学生選手権大会（クロアチア）3位
■ 2023年　日本ハンドボールリーグ MVP
■ 2023年　パリオリンピック男子アジア最終予選優勝
　　　　　（オリンピック出場権獲得）

徳洲会体操クラブ所属

　5歳の時に福岡市のクラブで体操をはじめ、中学時代は
全国大会に出場、高校は岡山にある強豪名門校・関西高校
に進学しました。高校時代は得意種目であった跳馬での優
勝を狙える機会がありましたが、いずれも準優勝に終わって
いました。さらなる競技力向上を求めて、父親の母校でも
あった地元の福岡大学への進学を決めました。大学では、ス
ポーツや身体に関する授業も多く、興味深く授業に取り組め
ました。また、もともと歴史が好きだったこともあり、スポー
ツ史の授業は楽しく、勉強する楽しさも味わうことができま
した。
　大学2年次生の頃に、種目別で日本代表が狙えるようにな
り、「跳馬一本で五輪を目指す」という目標ができました。跳
馬に関しては日本一練習してきたと思えるくらい福岡大学で
競技に打ち込むことができました。そのおかげで、2018年の
全日本選手権では跳馬で優勝、初めて日本一になることがで
きました。福岡大学を選んで本当に良かったと思っています。
　現在は神奈川県にある徳洲会体操クラブに拠点を移し、
練習に取り組んでいます。大学4年間では、うまくいかない時
もあると思いますが、諦めず目標を持って頑張りましょう。

“ヨネクラ”を武器に
世界の頂点を目指す。

中村 匠 選手

2019年 スポーツ科学部卒業
（福岡県 福岡魁誠高校出身）

豊田合成ブルーファルコン所属

　私が福岡大学に進学した理由は、当時の福岡魁誠高
校の恩師が福大出身の方であり、高いレベルでハンド
ボールができると薦めていただいたからです。入学した
スポーツ科学部は、スポーツをする中で必要となる生
理学、栄養学、スポーツバイオメカニクス、体力学など
の身体の仕組み、動かし方、トレーニング法などを詳し
く学ぶことができ、実践に生かせるという点も魅力的で
した。ちなみに私は公衆衛生学の研究室で学びました。
　大学時代は4年次の全日本インカレで準優勝するこ
とができました。現在は豊田合成ブルーファルコンに所
属しており、2021年度日本選手権優勝、大会MVPに選
んでいただきました。また、2021年3月には、国内最高
峰である日本ハンドボールリーグプレーオフで2連覇を
することができました。今日、日本代表選手として活動
できているのは、福大で学んだあらゆることがつながっ
てのことと実感しています。
　皆さんもこれから先辛いことがあると思いますが、必
ず乗り越えられると思います。共に頑張りましょう！

スポーツで
必要となる学問が
実践に生きてくる！

トップアスリート紹介 トップアスリートリスト

©N.G.E. ©阪神タイガース

ソフトテニス部

大年優吾、松浦蒼、永江孝二郎、
小宮山建、源川大遥、中村翔太

第43回全日本大学ソフトテニス王座決定戦
男子団体戦 第2位

大森乃愛、西村麻央 第43回全日本大学ソフトテニス王座決定戦
女子団体戦 第2位

なぎなた部 落合凜星、玉村純鈴、平田華代、
内田優、益子愛奈

第62回全日本学生なぎなた選手権大会
女子団体試合競技 第3位

ソフトボール部男子 溝口裕大、菊永晟行、永見健太郎 第58回全日本大学男子ソフトボール選手権大会 第3位

陸上競技部

伊藤彩香、森山静穂、田島美春、城戸優来 第92回日本学生陸上競技対校選手権大会
女子4×100mリレー 第2位

高野七海、森山静穂、城戸優来 第92回日本学生陸上競技対校選手権大会
女子4×400mリレー 第2位

伊藤彩香、森山静穂、田島美春、城戸優来 第107回日本陸上競技選手権大会
リレー競技　女子4×100mリレー 第2位

高野七海、城戸優来、田島美春、森山静穂 第107回日本陸上競技選手権大会
リレー競技　女子4×400mリレー 第1位

サッカー部

緒方要、坂本翼、川副泰樹、坂井悠飛、
岩本剛気、和田哉輝、芳野凱斗、竹田天馬、
中山桂吾、合戸晴矢、福田秀人、和田理央、
北健志郎、葭岡遥来、吉本空雅、香西銀二郎、
ディアロ航、平井佑亮、山田陽介、
吉川獅子心、前田竜之介、森部圭汰、
正法地大、岩熊唯斗、藏屋明徹

第7回全日本大学サッカー新人戦 第2位

バレーボール
部女子

川添美優、大橋花音、宮本夢彩、疋田美晴、
川満愛優、内川成美、松本じゅり、國増亜矢子、
薗田悠華、袴田優可、幸喜佳菜、道永菜瑚

第70回全日本バレーボール大学女子選手権大会 第3位

団体の部 （全国大会3位以上）

陸上競技部

城戸 優来 第92回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子200ｍ 第3位

高野 七海 第20回田島直人記念陸上競技大会 女子400mH 第3位

森山 静穂

2023日本学生陸上競技個人選手権大会 女子200m、400m 第3位、第2位

第20回田島直人記念陸上競技大会 女子200ｍ 第2位

第92回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子200m、400m 第1位、第1位

宮原 なな佳 第92回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子10000ｍ 第2位

田島 美春 第36回南部忠平記念陸上競技大会 女子200m 第3位

伊藤 彩香 2023日本学生陸上競技個人選手権大会 女子100mH 第1位

花谷 そら
2023日本学生陸上競技個人選手権大会 男子3000m sc 第3位

第92回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子3000ｍ障害 第3位

有村 拓巳 布勢スプリント2023 男子走幅跳 第3位

菅野 翔太 第39回U20日本陸上競技選手権大会 男子三段跳 第3位

中尾 優花 第36回南部忠平記念陸上競技大会 女子走幅跳 第1位

中村 和花 第39回U20日本陸上競技選手権大会 女子三段跳 第3位

日夏 涼香 2023日本学生陸上競技個人選手権大会 女子砲丸投 第3位

東海林 慎也 第39回U20日本陸上競技選手権大会 男子砲丸投 第3位

佐野 陽菜 第39回U20日本陸上競技選手権大会 女子ハンマー投 第3位

アツオビン 
ジェイソン

第36回南部忠平記念陸上競技大会 男子砲丸投 第1位

第92回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子砲丸投 第1位

モーターボート・
水上スキー部

鈴木 太智
2023年全日本学生水上スキー選手権大会チャンピオンシリーズ
第1戦 男子スラローム、 第2戦 男子スラローム

第1位、
第1位

全日本水上スキー選手権大会 U21男子スラローム 第1位

長友 亮 2023年全日本学生水上スキー選手権大会チャンピオンシリーズ
第1戦 男子スラローム、 男子トリック、 第2戦 男子個人総合

第2位、第2位、
第2位

柔道部

大野 萌亜 2023年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 女子57㎏級 第3位

中嶋 涼葉 2023年度全日本学生柔道体重別選手権大会 女子52㎏級 第3位

大浦 圭弥 2023年度全日本学生柔道形競技大会（第2回） 固の形（取） 第3位

名村 慶太 2023年度全日本学生柔道形競技大会（第2回） 固の形（受） 第3位

個人の部 （全国大会3位以上）

サッカー部 坂井 悠飛 U19全日本大学選抜　第45回アンジェロ・ドッセーナ国際ユース大会 第1位

陸上競技部 アツオビン 
ジェイソン アジア投擲選手権大会 第2位

サッカー部 中山 桂吾 U20全日本大学選抜　アジア大学サッカートーナメント 優勝
サッカー部 重見 柾斗 U22日本代表　第19回アジア競技大会 第2位
ハンドボール部 細田 啓輔 第24回男子ジュニア世界選手権 第19位

個人の部 （国際試合等対象選手一覧）
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競技の情報などは
どこで調べられますか？
　専用HPを開設しています。
　詳しい試合状況、競技情報など閲覧できるスポーツ科学部
専用HPがあるので、ぜひチェックしてみてください。
　福岡大学公式HPの学部サイトからもリンクしています。

授業の様子を教えてください。
　本学部では、優れた運動技能やスポーツ経験を持つ学生たちが、医学・科学的な知識を「理論知」として学び、スポーツを実践する中で得た経験や感
覚を体系化する「実践知」を学び、スポーツを論理的に教えられるチカラが身に付くような教育を行っています。

就職・進路に対してのサポート体制について
詳しく教えてください。
　より良い進路・就職選択をするために、3・4年次になって初めて悩むので
はなく、自らの将来に向かって計画的に大学生活を過ごすことが肝要です。
スポーツ科学部では、その選択について早い段階から意識を持って取り組
むよう次のような支援を行っています。

スポーツの競技力向上はどんな方法で、
どこで目指せますか？
　ほとんどの学生は運動クラブに所属し、実践的トレーニン
グをクラブで行い、競技大会等に出場し、競技力向上を図って
います。科学的知識は講義やコーチ法演習およびゼミで講義
形式・演習形式（理論と実技）あるいは実験形式で学びます。
したがって競技力向上は授業で得られた知識を運動クラブの
実践でいかに生かすかが重要になります。

　8月から9月の夏季休暇中に、企業・団体等を受け入れ先としたインターン
シップを実施しています。現地の実習・就業体験を通して、日頃の学修の成
果を確かめながら、各種の職域、職業適性への理解を深められるように行っ
ています。

　進学・就職に対する基本的な活動方法から、就職試験で大きなウエイトを
占める面接試験対策のための「模擬面接会」や「対策講座」。各職場の本学
卒業生を講師に招いて「業界説明会」などでアドバイスします。こうしたガイ
ダンスを通じて情報の提供を含め、進路実現に向けてサポートしています。

　一人一人の進学に関するさまざまな悩みや就職活動の疑問、不安を解消
し、よりスムーズにできるように、アドバイスを行っています。
　その他に、キャリアセンター主催の「キャリア形成支援講座」などの多彩な
プログラムへの参加利用ができます。

大学院ではどんなことが学べますか？
　大学院博士課程前期では、体育学、体力学、スポーツ医学、
体育科教育学、コーチ学、運動健康学の6専修が設けられてお
り、体育・スポーツ・健康運動の高度な知識・技術をもとに社
会が必要とする科学的指導を実践・応用できる専門家を養成
し、後期課程では、専門的な領域で自立して研究活動を行える
研究者の養成を目的としています。

スポーツ科学部Q＆A

Webサイト
はこちら›

インターンシップ

進路ガイダンス

個人面談（ヒアリング）

取得できる資格等について詳しく教えてください。

取得できる免許・資格について

■ 中学校・高等学校保健体育教諭一種免許
■ 健康運動指導士
■ 健康運動実践指導者
■ 日本スポーツ協会公認ハンドボールコーチ1
■ 日本スポーツ協会公認水泳コーチ1・3
■ 日本トレーニング指導者協会認定トレーニング指導者
■ JPSU公認スポーツトレーナー（認定試験受験資格）

■ スポーツ指導基礎資格（スポーツリーダー）
■ 競技別指導者資格（指導員、上級指導員、
 コーチ、上級コーチ、教師、上級教師）
■ フィットネス系資格（ジュニアスポーツ指導員、
 スポーツプログラマー）
■ マネジメント指導者資格
 （アシスタントマネジャー、クラブマネジャー）

■ キャンプインストラクター
■ レクリエーションインストラクター
■ 初級障がい者スポーツ指導員（資格申請により認定）

スポーツ指導者養成講習・試験（共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）免除
日本スポーツ協会公認

Q

Q

A

Q

A

Q
A

A

Q
A

Q
A

キャンプ実習 ゴルフ実習

アクア実習

スキー実習

スポーツ生理学実験実習

学部祭 生涯スポーツ演習Ⅲウェイトトレーニング演習

器械運動Ⅰ

スケート実習
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